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発給申請は、ユーザーIDまたは、サブIDを用いて行います。発給申請から印刷まですべてオンラインで完結します
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1.オンライン発給申請の流れ

保存

発給申請

1



2.オンラインでの貿易関係証明の作成方法
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入力フォームに沿って、取得した
い貿易関係証明の記載事項を
手動で入力する方法

新規手動入力

過去に作成した証明データを複
写して、記載事項を手動で上書
き、修正する方法

複写入力

発給申請ごとに必要となる記載
事項をTSVファイルで作成し、一
括でアップロードする方法

一括アップロード

貿易関係証明の作成方法は3つあります。いずれの入力方法でも、発給申請前には、入力内容を手動で書
き換えることが可能です



3.オンラインでの貿易関係証明の作成方法
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システム上に入力した項目は、原産地証明上に下記のように反映されます
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4.オンライン発給手続き上の注意

I/V C/O
PDF
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原産地証明の発給申請にあたって必要となる典拠書類のCommercial Invoiceは必ずPDFデータにて提出し
ます。Commercial Invoiceには、大阪商工会議所に登録のある署名者の署名が記載されていなければなり
ません

Commercial Invoiceの提出方法

※営業時間は窓口と同様9:00-12:00,13:00-16:30です。
※上記営業時間内の申請で、入力項目に誤りがなければ、原則即日発給させていただきます。

平日（土日・祝日・年末年始を除く）8：30～17：30です

システム稼働時間



4.オンライン発給手続き上の注意
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オンライン発給の決済手段はクレジットカードとクーポンです

決済手段

決済はユーザーIDまたは、サブIDで実行します。IDの違いにより、
処理が可能な範囲が異なります

決済ID

ユーザーID 承認状態のすべての貿易関係証明

サブID サブIDで作成した承認済みの貿易関係証明

クレジットカード情報の取り扱い

外部の決済サービスを通じて行うため、貿易関係証明発給システム上で、クレジットカード情報をお預かりすることはありません。複数
の発給申請をまとめて決済できますが、決済ごとにクレジットカード情報を登録する必要があります（＝クレジットカード情報を貸し借
りしていただく必要はありません）。

※サブIDについては、「Ⅲ.サブIDの運用」をご確認ください。



4.オンライン発給手続き上の注意
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ログイン後に表示されるメインメニューのクレジット（カード決済）利用明細から、決済操作を行ったIDでのみ、
認証書類ごとに利用明細をPDFで出力できます。「企業名」欄には、決済者が所属する組織の名称が表示さ
れます

利用明細



※窓口発給の場合は、従来通り専用用紙を利用します

4.オンライン発給手続き上の注意

白上質紙
５５キログラムベース

カラーで
印刷
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「原産地証明用紙規格書」に従って、「A4の白上質紙」にカラーで印
刷します。大阪商工会議所で販売している偽造防止加工用紙は使え
ません

印刷方法

認証書類は、交付済となった日の翌日を起算日として14日間、PDF

データとして出力が可能です。証明書の出力可能期間内に、貿易登
録有効期間の満了日を迎えても、引き続き証明書の出力は可能です

出力可能期間

出力できません出力可能

交付確定済日 翌日 １４日目 １５日目

https://www.osaka.cci.or.jp/boeki/syoumei_youshi.pdf


5.オンライン発給申請利用上の制限

インボイス
証明

その他証明

※訂正印の押印も不可

COPY-1 Original-1

Details as per 

attached sheets
※自動的にto be continued 方式となります
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インボイス証明等の証明書の発行

発給後の訂正

アタッチシート

肉筆、パーフォレーター（穿孔）処理、割り印

COPYまたはORIGINALの枝番の表示

※外国産原産地証明、サイン証明は発行可
（サイン証明は一部発行できないものもあります）



6.発給申請に関する変更事項
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システムでは、全角・改行・図形を使ったケースマークの入力ができません。漢字や図形、レイアウトが必要な場合は、PDFファイルの
アップロード機能を利用します。

大阪商工会議所では、①「外国産品に関する誓約書（仲介貿易用）」➁「船積国で発行された原産地証明書」を必須の提出
書類としています。しかしシステムでは、全国共通の仕様として、これらに加えて③「海外から船積みされたことを示す書類」の提出が
求められます。そこで弊所では、③を 「仲介貿易における船積証拠書類省略願い」に替えることができるものとします（「省略願い」の
フォーマットはWebサイトに掲載）。

台湾向けに日本産食品を輸出しようとする場合は、「6 Remarks」に台湾政府指定の文言を記載し、それに続けて、商品別に都道
府県名を記載することができます。また、根拠資料の提出が必須です。

発給申請にあたっては、会員・非会員を問わず、法務局が発行する「履歴事項全部証明書」（発行日から3か月以内）の提出が
必要です（従来は、会員の場合は提出免除）。なお必要に応じて、法人番号や代表者氏名を追記していただくことも可能です。

原産地証明オンライン発給申請における仲介貿易の典拠書類提出

台湾向け日本産食品の原産地証明書に都道府県名の記載

日本法人証明の発給申請にかかる履歴全部事項証明書の提出

原産地証明オンライン発給申請におけるケースマーク入力方法

2021年11月1日のオンライン発給の開始に伴い、下記の通り運用しています。

（台湾当局の輸入規制撤廃に伴い、2025年12月より本対応は不要となりました）



（参考）原産地証明イメージ
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登録署名が印字されます
肉筆による記入できません

ケースマークに限り、
画像データ（PDF）
を掲載できます



大阪商工会議所 国際部

発給申請の流れ



1.ユーザーIDでの初回ログイン
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・ユーザーIDによる初回ログイン時、登録されたメールアドレスの有効性を確認するため、

メールアドレス認証の手続きが必要になります。

ログイン後に認証用の画面が表示されますので「確認コードを発行」をクリックしてください。登録済のメールアドレス宛に「確認
コード」が送信されますので、入力欄に貼り付け、「確認」をクリックします。

初回ログインの方法

※メールアドレスが誤っている場合、確認コードを発行できないことがあります。



1.ユーザーIDでの初回ログイン
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（補足）確認コードが届かない場合は「メールアドレスの確認」をクリックすると、登録されている

メールアドレスが表示されます。別のメールアドレスに変更して確認コードを発行することもできます。

【確認コード記載メール】

〇メールタイトル

貿易関係証明発給用メールアドレス認証

確認コードのお知らせ

〇送信元アドレス

x-boekishomei@gensanchi.jcci.or.jp

初回ログインの方法



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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原産地証明書（日本産）のオンライン申請の手続きを説明します。

・ユーザーＩＤでログイン後、メインメニューの「発給申請」を選択してください。
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・メインメニューの発給申請をクリックすると、発給申請状況一覧画面が表示されます。
・本画面では、証明書のオンライン申請や申請後の進捗確認や証明書印刷等を行います。

申請一覧が表示されます
※詳細は次ページ

一覧表示する申請履歴の絞り込み条件を設定できます。 【状態】：「全て」､「保存」､「保留」､「発給申請」､「手続中」､「承認」､「交付済」､「承認
取消」､「交付取消」 ※各状態の詳細は次ページに記載

2.原産地証明書（日本産）発給申請

１）発給申請状況一覧画面



2.原産地証明書（日本産）発給申請

保 存 作成中の発給申請データを保存した状態

保 留 申請内容に不備があり、申請が差し戻された状態

発給申請 システム上で申請者が申請を完了した状態

手続中 商工会議所が審査に着手した状態

承 認 商工会議所の審査が完了し、手数料の支払いが可能な状態

交付済 印刷可能な状態

承認取消 承認後に承認が取り消された状態（料金未払い等）

交付取消 交付後に交付が取り消された状態（不正発覚による無効化等）
16

参考）各状態の説明



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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・申請を開始するには、発給申請状況一覧画面から「原産地証明書
（日本産）」をクリックします。
※過去の申請内容をコピーして申請を行うことも可能です。

・「【重要】発給申請にあたっての確認のお願い」をお読みいただき、
「発給申請」をクリックしてください。

過去の申請内容をコピーして申請を開始する場合は「複写」

申請開始

２）発給申請



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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②典拠インボイスのアップロード

①証明依頼書を画面入力

※TSVファイルのインポートでの入力も可能です。

③原産地証明書を画面入力
（インボイスの記載と異なる箇所を修正）

・原産地証明の発給申請に必要な典拠書類や誓約書、
ケースマークのアタッチシート、ならびにSign証明の自社
様式での発給申請には、PDFファイルのアップロードが
必要です。

・入力内容が原産地証明書に反映されます。
※TSVファイルのインポートでの入力も可能です。

３）発給申請（全体の流れ）



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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・証明依頼書入力では、TSVファイルのインポートにより画面入力を行うことも可能です。

ファイルを指定し、
画面に反映します。

【TSVインポート機能】について
詳細は「TSVによる一括申請」をご確認ください。

※外国産の申請を想定し作成しております。日本産の場合
は原産国部分は空欄としてください。
※外国産の申請の際は、TSVアップロードとは別に、「必要
書類」の欄で書類のPDFアップロードが必要です。

４）発給申請（TSVインポート）



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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・半角英数字および一部の半角記号
（右表＋半角スペース）

・全角文字、全角記号
・丸囲み数字（①など）、機種依存文字（㌔など）、ローマ数字（Ⅱなど）、ギリシャ文字（∮など）。

・商品欄
数量単位：㎥等の単位は入力できません。㎥→m3のように半角英数字で入力してください。
価格単位：¥や€（ユーロ）等の単位は入力できません。

¥→JPY、€→EURのように半角英字で入力してください。
・荷印・荷物番号欄
色や図は入力できません。
漢字（中国語）は入力できません。
※また、入力文字数の最大値は2,000となります。2,000を超える場合、記載を省略するなどして2,000字
以内に収めていただく必要があります。

参考）申請時に半角入力欄に入力可能な文字

半角入力欄に入力可能な文字

半角入力欄に入力不可な文字の例

入力欄毎の注意事項



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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・記載産品の主な品目、仕向国を選択します。（証明書には反映されません。）
・発給手数料は会員区分（会員／非会員）毎に金額が設定されておりますので、会員区分と金額を
お確かめください。
・オンライン発給の決済手段はクレジットカードかクーポンです。
・発給申請者、輸出者の欄には貿易登録の内容が表示されます。

・記載産品の主な品目は、以下から選択します。
食料品など（01～24類）
鉱物性生産品、化学製品、ゴム製品など

（25～40類）
皮革製品、木材、木材製品、紙、書籍など

（41～49類）
紡績・繊維製品、装身具など（50～67類）
陶磁器・ガラス、宝石など（68～71類）
金属及金属製品など（72～83類）
一般機械など（84類）
電気機器など（85類）
輸送用機械など（86～89類）
精密機械など（90～92類）
雑貨など（93～97類）

※複数の商品を証明書に記載する場合も主な品目
１つを選択してください。

５）発給申請 ①証明依頼書



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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・作成済みのインボイスをPDF形式でアップロードできます。この場合、画面上のインボイス情報入力は不要です。
原産地証明書の情報入力にお進みください。
・インボイス情報を手入力済みの場合、PDFをアップロードすると保存していない入力内容は削除されますのでご注意ください。

原産地証明の発給申請に必要な典拠書類や誓約書、ケースマークのアタッチシート、
ならびにInvoice証明、Sign証明の自社様式での発給申請には、PDFファイルのアップロードが必要です。

６）発給申請 ②典拠インボイス（ファイルのアップロード）

【注意：PDFファイルについて】
典拠インボイスのファイルに限らず、荷印・荷物番号やその他典拠ファイル等、当システムにアップロードする
PDFファイルはWordやExcel等で編集したうえでPDFファイルとして保存してください。
Acrobat Readerでコメント等追加・編集したファイルは当システムで内容を正しく保持できない場合があります。



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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原産地証明書の記載事項を入力します。

証明書への
反映イメージ

※日付はMonth、Date、
Yearで反映されます。

(例)20210924
→「September 24, 2021」

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

⑤

④

③

⑥

７）発給申請 ③原産地証明書（共通部分）



2.原産地証明書（日本産）発給申請

24

①

②

③

②

証明書への
反映イメージ

④

⑤

⑥

①

③

④

⑥
⑤

・９欄宣誓日は発給申請した日付が自動で入力されます
・データの作成者とは別のユーザーIDで発給申請した場合、９欄署名者氏名はそのユーザーIDの情報に自動で更新されます

②

７）発給申請 ③原産地証明書（共通部分）



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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①

②

③

④

７）発給申請 ③原産地証明書（共通部分）

①インボイス No and date of Invoice 「インボイス日付」：
未来の日付の入力はできません。

②輸送手段 Transport details 「船積日」：
６ヶ月以内過去の日付のものを入力してください。

③輸送手段 Transport details 「船積地」「仕向地」：
ともに必須項目です。国名まで記載してください。未記入の場合、受理できません。

④備考 Remarks：
記入できる内容例
・製造業者、End UserやBuyer等の法人名と住所、国名
・T/TやL/C at sight等の支払い条件に関する事項
・FOB（本船渡し）やCIF（運賃保険料込み渡し）等の貿易条件
・L/C Number等の信用状に関する事項
・Contract No.（契約番号）、Order No.（注文番号）、
ProformaInvoice No.（仮送り状番号）等の取引にかかる各種の番号

各事項の入力時は、下記の点に留意してください。



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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⑤

⑥

７）発給申請 ③原産地証明書（共通部分）

⑤荷印 ・ 荷物番号 Marks and numbers：
輸出貨物に表示されている荷印と荷番号ケースマークの入力または、PDFファイルで提出します。

【テキスト入力の場合 】半角英数のみ入力可能で、改行はできません。
ケースマークが複数ある場合も、半角スペースを挿入し、続けて入力します。

【PDF ファイル添付の場合 】モノクロでケースマークのみが描かれたA4縦型の
PDFファイルを作成し、「ファイルを選択」ボタンからアップロードしてください。
画像は60％程度に縮小して掲載されるため、必要に応じて発給申請の
前に証明書イメージを閲覧して、表示内容を確認してください。

⑥梱包数 Number and kind of packages：
梱包数を入力してください。梱包されていない場合は、Unpacked、Loose、In Bulk（バラ荷）、
Bare Cargo（裸荷）等と入力してください 。

⑦その他 Others：
原則として、記入する必要はありません。ただし、必要に応じてExporter’s statement

または Shipper’s statement という輸出者宣誓文を入力できます。

⑦



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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※典拠インボイスに根拠のない記載は不可となります。

①

②

③ ④

証明書への
反映イメージ

⑤

①
② ③ ④

⑤

７）発給申請 ③原産地証明書（商品）



2.原産地証明書（日本産）発給申請
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①

②

③

７）発給申請 ③原産地証明書（商品）

①商品名総称 Generic name for the description of goods：
典拠書類のCommercial Invoiceに記載された産品を表す総称を
入力してください。
※本欄の入力は任意ですが、個別の商品名への記載事項が一般名称
ではない場合、本欄に商品名を一般名称で入力してください。

②商品名 Description of goods：
商品名総称を入力しただけでは発給申請ができません。
一般的な名称（HSコード６桁レベル）で表された個別の商品名、数量、
単位を入力してください。
外国原産地証明の場合は、原産国を地域・国名の順に選択してください。

③総数量（或いは総重量）Total quantity or weight：
商品の総数量もしくは総重量を入力してください。
重量の場合は、「Gross」か「Net」を明示してください。

各事項の入力時は、右記の点に留意してください。

※典拠インボイスに根拠のない記載は不可となります。
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・入力は以上となります。
・入力内容に不備がある場合、「発給申請」ボタンが表示されず、「発給申請入力チェック」と表示されます。
・保存をクリックすると、入力途中の内容が保存されます。保存状態では、印刷する証明書イメージを確認できます。
（詳細は次ページ以降をご確認ください）

【その他の典拠書類】
・典拠インボイス以外の追加書類が必要な場合、
「その他の典拠書類追加」ボタンをクリックして、
ファイルを選択します。

【審査完了通知メールの受信希望】
・審査完了通知メールは、審査が完了して状態が
「承認」となったタイミングで送付します。
※承認後、手数料支払い手続きとなります。

【本件に関するご担当者】
・E-mail欄に記載するメールアドレスは申請に
不備等があり、差し戻しを行った場合の自動
メール送信先として使用します。
・データの作成者とは別のユーザーIDで発給申請した場合、
本欄は最新申請ユーザーIDの情報（電話番号を除く）
に自動で更新されます
・電話番号は電話番号形式で10桁まで入力可能です。

７）発給申請 ③原産地証明書（その他の典拠書類/連絡先）
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・「保存」をクリックすると、入力内容が途中保存されます。発給受付番号が表示されますので、
入力を再開する時は、発給申請状況一覧画面から本画面に表示されている発給受付番号をクリックしてください。
・また、証明書のイメージを確認することができます。

８）発給申請 （途中保存）

証明書イメージ

イメージでは、
「10.Certification」欄が
サンプル画像に差し代わり
ます。また、欄外のQRコー
ドも表示されません。
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・「発給申請」をクリックすると申請が完了します。
・発給受付番号が表示されますので、申請内容の確認や不備等があって修正を行う場合、
発給申請状況一覧画面から本画面に表示されている発給受付番号を開いてください。
・「証明書イメージ閲覧（PDF）」をクリックすると、証明書イメージが表示されます（保存時と同様）。

【申請後、証明手数料が発生します】
・商工会議所での申請内容の審査完了後に、手数料をお支払いいただくと、証明書の印刷が可能となります。
・申請後に証明書が不要になったとしても、審査を行っていますので証明手数料をお支払いいただく必要があります。
十分にご理解いただいたうえで、発給申請を行ってください。

８）発給申請 （申請完了）
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・申請後、当該申請の審査に入る前であれば、申請取消や申請内容の修正を行うことができます。
・受付番号をクリックして画面を一番下までスクロールし、申請取消をクリックすると状態が「発給申請」から「保存」
に変わり申請が取り消されます。「保存」状態になると修正が可能となり、修正後に再度申請を行うことができます。
※申請取消を行ってもデータは削除されません。削除するには、申請取消後に削除ボタンのクリックが必要です。

９）申請取消（状態が「発給申請」の時のみ）
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・データが「保存」状態になります。「保存」状態のデータは、検索条件の状態を「保存」にして「検索表示」をクリックすることで
表示されます。

「発給申請を取り消します。このまま処理を変更しても宜しいでしょうか？」
というメッセージが出ます。「OK」ボタンを押してください。

９）申請取消（状態が「発給申請」の時のみ）
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・削除ボタンをクリックすると、「データを削除します。このまま処理を続行しても宜しいでしょうか？」というメッセージ
が出ますので「OK」ボタンを押すと、データが完全に削除されます。

・データを修正して再申請する場合は、修正ボタンをクリックします。

①データ削除

②入力内容の修正（修正して再申請）

９）申請取消（申請取り消し後の操作）
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・申請内容に不備があり承認できない場合、状態が「発給申請」から「保留」に変わります。
※状態が「保留」になると、本件に関するご担当者欄に入力いただいたメールアドレス宛に通知されます。
※「保留」状態では審査は進みません。申請内容を修正し、再度申請を行う必要があります。

※発給申請状況一覧を開いた時、状態が「発給申請」のものが一覧表示されます。状態が「保留」の案件を表示するには、検索
欄の状態で「保留」を選択し、「検索」をクリックする必要があります（上図）。

「保留」を選択して
「検索」をクリック

１０）不備の修正（状態が「保留」の時）
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・「保留」状態の画面を開くと、「審査担当者からのメッセージ」欄にメッセージが表示されます。
※特にメッセージがない場合、空欄になります。
・「修正」ボタンをクリックし、不備の修正を行います。

１０）不備の修正（状態が「保留」の時）
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・「修正」をクリックすると、新規発給申請と同じ発給申請入力画面が表示されます。
・不備を修正したら「発給申請」ボタンをクリックし、申請が完了します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

１０）不備の修正（状態が「保留」の時）
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・審査が完了すると、状態が「承認」になります。
・状態が「承認」となった時、申請時の「審査完了通知メールの受信希望」にチェックを入れていると、
メールで通知されます。
・状態が「承認」の案件を表示するには、発給申請状況一覧画面の検索欄の状態で「承認」を選択し、
「検索」をクリックする必要があります（下図）。

１１）審査の完了（承認）
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・原産地証明書（外国産）の申請も（日本産）と同様に、メインメニューの「発給申請」から行います。

原産地証明書（外国産）のオンライン申請時の手続きを説明します。
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・メインメニューの発給申請を選択すると、「発給申請状況一覧」画面が表示されます。
・「新規発給申請する」から「原産地証明書（外国産）」を選択してください。

※一覧画面で原産地証明書（日本産）と原産地証明書（外国産）は、別の証明種別として取り扱います。
原産地証明書（日本産）を複写して原産地証明書（外国産）の申請を開始することはできません。

１）発給申請の開始
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・典拠インボイスおよび原産地証明書の商品情報として、原産国の選択が必要です（必須）。
・選択した国名は、原産地証明書の4欄（Country of Origin）および7欄（Description of goods）に
印字されます。

4欄（Country of Origin）および
7欄（Description of goods）に印字

プルダウンから原産国を選択

２）原産国の選択
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・原産地証明書（外国産）では、貿易形態に応じた典拠書類の提出が必要です。

再輸出 積戻し 仲介貿易
●外国産品に関する誓約書（再輸出・積戻し用）

または、下記のいずれか

・海外公的機関が発行した原産地証明書
・原産国表記のある輸入許可通知書
・原産国表記のある輸入時のCommercial Invoice

・輸入元販売証明書
・国内入手経路説明書

●外国産品に関する誓約書（再輸出・積戻し用）

または、下記のいずれか

・海外公的機関が発行した原産地証明書
・原産国表記のある積戻し許可通知書
・原産国表記のある蔵入承認申請書
・原産国表記のある蔵入れ時のCommercial Invoice

＜必須書類＞
●外国産品に関する誓約書（仲介貿易用）
●船積国で発行された原産地証明書

＜選択書類＞
・海外から船積みされたことを示す資料
または
・仲介貿易における船積証拠書類省略願い

〇貿易形態に応じた典拠書類
・誓約書等のフォーマットは大阪商工会議所貿易関係証明HPよりダウンロードできます。
（URL：https://www.osaka.cci.or.jp/trade/issuance/online/certificate-of-origin/document.html）

３）必要書類の選択
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手数料支払後、状態が「交付済」となり証明書の印刷が可能になります。
印刷を行うには、メニューの「発給申請」を選択します。

4.証明書印刷
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・「発給申請状況一覧」において、印刷したい証明書（交付済み証明
書の受付番号）の「印刷」ボタンをクリックします。
・別ウィンドウで証明書が表示されますので、PDFファイルをダウン
ロードしてください。
・証明書は手数料支払日（＝状態が「交付済」となった日）から１４
日以内に印刷してください。１４日を過ぎると印刷できません。

【（重要）証明書データ取り扱い時の注意事項】
・印刷ボタンを押して出力される証明書データは加工しないでください。証明
書データには加工制限をかけていますが、意図的に制限を解除して加工し
たデータを証明書として利用した場合、証明書の偽造として罰則規程を適
用する他、私文書偽造や詐欺罪、業務妨害罪に該当する場合もあります。

4.証明書印刷
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【 COPYの仕様】

・印刷期限は14日間（ORIGINALと同じ）

・ COPYの印刷ボタンは、原産地証明書印刷
（PDF）ボタン押下後に表示されます。

（COPYだけを印刷することを防ぐ）

・印刷回数の制限無し

・一度出力した証明書はCOPYも出力可能です。なお、一覧からは印刷できませんので、

受付番号をクリックし、「原産地証明書印刷(COPY版)」ボタンをクリックしてください。

4.証明書印刷
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原産地証明書のイメージ（複数ページにわたる場合の例）

※書面発給で使用される契印（割印）はありません。代わりに、全ページに認証印およびページ番号が印字されます。

１ページ目 ２ページ目

９欄、10欄は全ページに印字されます。 ページ番号が印字されます。

最終ページには、記載事項が終了
したことを表すため
「///////////////////////」
のマークを印字します。

複数ページにわたる場合、
最終ページ以外のページに
To be continued -と印
字

１～６欄は１ページ目
のみ印字

4.証明書印刷
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輸入国の税関や輸入者は、受け取った証明書の真正性を確認することができます。

①証明番号、証明書発行日、
Access Codeの入力

or
②QRコード読み取り

5.リファレンスシステム
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